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受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      3枚中 

技術部門           建設 

専門とする事項 施工及び維持管理・更新 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

1 . 多 面 的 な 観 点 か ら の 課 題 の 抽 出 と そ の 内 容  

( 1 )  労 働 作 業 の 効 率 化  

 建 設 業 就 業 者 は 、 1 9 9 9 年 の 最 大 6 8 5 万 人 か ら 2 0 2 1

年 に は 4 8 5 万 人 と 減 少 し て い る 。 一 方 で 、 供 用 後 5 0

年 超 の 施 設 の 割 合 は 増 大 傾 向 で あ る 。 橋 梁 の 場 合 、 1

巡 目 定 期 点 検 で 要 措 置 判 定 の う ち 、 2 0 2 1 年 度 迄 に 補

修 済 の 割 合 は 、 4 6 % と 半 数 に 満 た な い 。  

こ の よ う に 、 不 十 分 な 労 働 力 が 問 題 で あ る 。 よ っ て 、

人 材 面 の 観 点 か ら 、 課 題 は 、 労 働 作 業 の 効 率 化 で あ る 。  

( 2 ) 新 技 術 の 利 用 促 進  

 更 新 期 に 迫 る 膨 大 な 社 会 資 本 の 維 持 管 理 に 対 応 す る

た め 、 新 技 術 を 活 用 し た 効 率 化 ① が 求 め ら れ て い る 。

一 方 で 、 点 検 補 修 分 野 の 新 技 術 活 用 率 は 、 ニ ー ズ と シ

ー ズ の マ ッ チ ン グ に 難 航 し 、 低 調 な 状 況 で あ る 。  

こ の よ う に 、 不 十 分 な 新 技 術 利 用 実 態 が 問 題 で あ る 。

よ っ て 、 技 術 普 及 面 の 観 点 か ら 、 課 題 は 、 新 技 術 の 利

用 促 進 ② で あ る 。  

 

① 労働作業で効率化を説明しているので、多面的な視点でいうと違う言葉が良いと思います。例え

ば、「迅速な対応」とかいかがでしょうか。 

② 「技術普及面の観点」に違和感があります。さっそく「面」を取り入れていただいて、迅速な修正

力が素晴らしいです。しかし、技術普及
・ ・

としてしまうと解決の意味も含まれてしまいます。また、前

段の背景では、ニーズとシーズのマッチングに難航とありますので、「制度（または仕組み）面の観

点から、課題は新技術の利用を促す環境整備※である。」とかいかがでしょうか。 

※解決策のイメージは、新技術利用を評価する発注方式や、マッチングプラットフォームの構築など 
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( 3 ) 公 的 負 担 の 低 減  

 2 0 1 8 ～ 2 0 4 8 年 の 社 会 資 本 の 維 持 管 理 費 は 、 予 防 保

全 を し て も 約 1 7 6 ～ 1 9 5 兆 円 と 推 算 さ れ る 。 一 方 で 、

2 0 2 2 年 度 の 公 共 土 木 事 業 予 算 は 、 補 正 予 算 込 で 約 8

兆 円 で あ り 、 今 後 も 増 大 の 見 込 が 厳 し い 状 況 で あ る 。  

こ の よ う に 、 維 持 管 理 部 門 の 予 算 不 足 が 問 題 で あ る 。

よ っ て 、 コ ス ト 面 の 観 点 か ら 、 課 題 は 、 公 的 負 担 の 低

減 で あ る 。  

2 . 最 重 要 課 題 と そ の 複 数 の 対 応 策  

 最 重 要 課 題 は 、 公 的 負 担 の 低 減 で あ る 。 そ の 理 由 は 、

少 子 高 齢 化 の 我 が 国 で は 、 当 面 、 社 会 福 祉 分 野 に 膨 大

な 財 政 支 出 を 要 す た め 、 3 つ の 課 題 の 中 で も 特 に 早 期

対 応 が 求 め ら れ る か ら で あ る 。  

( 1 ) 管 理 施 設 の 集 約 ・ 再 編  

国 ・ 都 道 府 県 ・ 市 町 村 が 、 一 堂 に 会 し 、 ③ 対 象 エ リ

ア の 複 数 種 の 施 設 を 群 で 捉 え て 、 管 理 施 設 を 追 加 ・ 維

持 ・ 終 焉 す べ き 機 能 に 分 類 す る 。 機 能 体 系 ご と に 役 割

を 再 整 理 ④ し 、 個 別 イ ン フ ラ 施 設 の 維 持 、 補 修 ・ 修 繕 、

更 新 、 集 約 ・ 再 編 、 新 設 等 を 適 切 に ⑤ 実 施 す る 。 こ の

結 果 、 機 能 ・ 空 間 ・ 時 間 の 概 念 を 統 合 に よ り ⑥ 、 施 設

の 優 先 順 位 ⑦ を 定 め て 、 地 域 イ ン フ ラ 群 再 生 戦 略 マ ネ

ジ メ ン ト を 展 開 さ せ る 。  

 

③ なぜ、一堂に会するのかが書いていないので、この部分は最後の工夫点として、書いた方がより良

いと思います。 
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( 2 )  契 約 方 法 の 工 夫  

 包 括 的 民 間 委 託 に よ り 、 性 能 規 定 や 複 数 年 制 を 契 約

条 件 と し て 、 技 術 導 入 や 工 程 管 理 に 民 間 ノ ウ ハ ウ を 導

入 し て ⑧ 、 管 理 コ ス ト を 削 減 す る 。 ま た 、 地 域 維 持 型

契 約 に よ り 、 地 元 維 持 組 合 加 入 業 者 が 複 数 種 の 施 設 管

理 を 横 断 的 に 行 い 、 間 接 経 費 を 節 減 す る 。 他 に も 、 C M

方 式 に よ り 、 C M R が 診 断 結 果 か ら 修 繕 工 法 を 中 立 的 に

管 理 者 に 提 案 し 、 修 繕 費 を 削 減 す る ⑨ 。  

例えば、「検討に当たっては、広域的な視点を確保するため、・・・一体となって取り組む。」とか

いかがでしょうか。 

④ 再整理は、分類したものをもう一度見直すということですか。それとも、追加、維持、終焉の具体

的な手法の検討を指していますか。前者なら、分類と重複しているように感じます。後者の場合

は、再整理という言葉は適切ではありません。 

⑤ ここはもう少し、具体的に書いた方が技術力を示せると思います。一つの例ですが、「公共施設総

合管理計画や立地適正化計画との連動により、サービス水準を維持しつつ積極的に統廃合を検討す

る」などがあります。ここでは、コストを抑えるために集約再編が必要ということを説明しなけれ

ばならないので、もう少し集約再編を焦点化した方が良いでしょう。地域インフラ群再生戦略マネ

ジメントの導入（手段）が目的のように見えます。 

⑥ 「この結果」とあるので、手段を統合に限っていることに違和感があります。 

⑦ 「この結果」とありますが、前段ではすでに実施していますよ。実施した結果として、優先順位を

決めるのはおかしいと思います（優先順位を定めるのは実施前です）。よって、前段は実施ではな

く「計画」とした方が良いと考えます。この計画検討フェーズに優先順位検討を入れましょう。さ

らに、最後の「地域インフラ群再生戦略マネジメントを展開する」を「・・・により集約再編を進

める（実施する）。」とすると文脈が通ると思います。 
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( 3 ） デ ー タ の 活 用  

 構 造 物 点 検 の A I 活 用 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト ク ラ ッ

ク や 鋼 材 摩 耗 の 撮 影 画 像 を 瞬 時 に 機 械 判 定 し て 、 従 前

の 人 的 作 業 経 費 を 削 減 す る ⑩ 。 ま た 、 構 造 物 変 位 セ ン

サ ー を 用 い た リ モ ー ト セ ン シ ン グ に よ り 、 異 常 変 状 の

予 兆 察 知 で 早 期 修 繕 す る こ と で 、 施 工 費 を 低 減 さ せ る 。

そ の 他 に 、 各 施 設 の 点 検 診 断 結 果 や 補 修 履 歴 の A P I 連

携 に よ り 、 取 得 デ ー タ を 一 元 管 理 し て 、 P D C A サ イ ク

ル を 定 期 的 に 見 直 し ⑪ 、 L C C を 最 適 化 さ せ る 。  

 

３ . 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 応 策  

 新 た に 生 じ う る リ ス ク は 、 管 理 者 の 費 用 便 益 の 不 理

解 に よ る 維 持 管 理 計 画 の 誤 っ た 更 新 で あ る 。 そ の 理 由

は 、 施 設 再 編 後 の 便 益 や 補 修 実 施 後 の 維 持 費 を 管 理 者

が 誤 っ て 計 上 す る 懸 念 が あ る か ら で あ る ⑫ 。 対 応 策 と

し て 、 学 識 経 験 者 に よ る 事 業 評 価 委 員 会 や 外 部 監 査 の

開 催 に よ る 維 持 管 理 計 画 の 定 期 検 証 を 挙 げ る 。  

⑩ ちょっと文が長いですかね。→「・・・機械判定する。これにより、・・・」 

⑪ PDCA サイクルには見直しステップが組み込まれています（チェック）。よって、「細やかに PDCAサ

イクルを回し」とかいかがでしょうか。 

⑧ 「・・・して」が連続しています。前半部分で、文を切ると良いでしょう。→「・・・契約条件と

する。」 

⑨ 中立的な提案がなぜコスト削減につながるのか腑に落ちません。中立的な提案ではなく、高度な技

術提案が要因ですかね。 
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4 . 業 務 遂 行 に あ た り 必 要 な 要 点 ・ 留 意 点  

 技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら の 要 点 は 、 公 益 の 確 保 で あ る 。

機 能 縮 小 化 の 施 設 を 利 用 す る 住 民 に 対 し 、 代 替 機 能 を

提 案 し て 、 生 活 影 響 を 最 小 化 す る 必 要 が あ る 。 留 意 点

は 、 平 易 表 現 に よ る 説 明 で あ る 。  

 社 会 持 続 性 の 観 点 か ら の 要 点 は 、 環 境 の 保 全 で あ る 。

施 設 の 維 持 管 理 ・ 更 新 に 伴 う 地 域 環 境 の 保 全 で あ る ⑬ 。

留 意 点 は 、 施 設 更 新 時 に 地 域 固 有 の 歴 史 的 景 観 や 自 然

環 境 の 劇 的 変 化 を 抑 え る よ う 試 み る こ と で あ る 。  

以 上  

 
⑬ 前文と重複しているように見えます。 

⑫ 解決策を講じて、なぜ管理者が不理解に陥るのかといった構造が良く分かりません。包括的民間委

託や AI によって、管理者の技術力低下が、その構造ですかね。この部分をもう少し説明した方が良

いです。 


